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1. はじめに 

地すべりや応力解放、地盤の沈下、矢板や地盤改良による周辺影響などで、地表面

や構造物に変形が生じることがある。それらの変位を測定する方法には様々なものが

あり、対象物や重要度によって使い分けられている。ここでは、地表面や構造物の変

位の測定法を整理し、工夫して測定した例や、簡便な測定法について紹介する。 

2. 測定方法の種類 

2－1. 地表面変位の測定方法 

伸縮計・・・地表面亀裂を挟んで固定点を設置

し、線膨張率の低い「インバー線」

の引き出し量の変化を測定する方

法。変位量は1次元。地すべりなど

で最も一般的に使われる。一般的

に精度は1/10mmオーダー。連続観測や遠隔でのデータ取得も可能。 

光波観測・・移動土塊内および周辺に固定点を設け、不動地山に設置した基準点か

らの距離等を光波測量により求め、各点の移動量を測定する方法。3

次元的に移動方向がわかる。精度は1mmオーダー。移動量の大きい

地すべりに有効である。 

抜き丁張・・亀裂を跨いで丁張を設置して真ん中を切断

する。その開き具合をノギスやコンベック

スで測定する方法。簡易に安価でできる利

点があるが、他に比べて精度は劣る。 

2－2. 構造物の亀裂変位の測定方法 

亀裂計・・・亀裂を挟んで亀裂計をアンカーボルトなどで固定して設置し、ひずみ

抵抗の測定により亀裂変位を測定する方法。変位量は一次元。一般に

精度は1/100mm程度。連続観測が可能である。 

定点間観測・亀裂の両側に鋲などを打ち、ノギス等で定点間を測定する方法や、ス

ケールのついた簡易な測定器具(CMゲージ、ヒビミルなど)を接着剤

等で固定し、メモリを読む方法などがある。簡易に設置可能で、誰で

も容易に測定することができる。精度は

1mm程度。 

目視観測・・クラックゲージなどを利用して、亀裂幅を測

定する。 
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3. 測定例 

以下に、工夫して測定した例や、簡便な測定法について紹介する。 

↑構造物(非常階段)の背面に設置した伸縮計

動点にアンカーボルトを使用し、伸縮計を上下 

裏返しに設置した。 

犬走り沿いの亀裂を伸縮計で測定した例      舗装を切断して舗装下の地盤 

保護管にスロープを付けて自転車等が       の変位を伸縮計で測定した例

通れるようにした。               細い塩ビパイプを保護管にし 

て舗装で埋戻した。 

切土の変状を簡易な方法(CMゲージ)で測定した例 

両端は接着剤で固定した。CMゲージの測定は、ノギスを読む要領で簡易に変動量が

確認できる。両側のマルの中の三角表示で回転成分もわかる。 



ブロック積み擁壁の変形を亀裂計で測定した例(右側の写真はCMゲージを併用) 

亀裂計の自動観測により、亀裂の開きの長期的な変位観測ができる。 

盛土によるボックスの変形を簡便

な方法(ヒビミル)で測定した例

変形が生じたボックスの内側の目

地に設置した。ヒビミルは水平変位

計測用と鉛直変位計測用があり、合

わせて3次元の変位を計測できる。 ヒビミル(水平変位)  ヒビミル(鉛直変位) 

4. まとめ 

・一般に用いられる伸縮計でも、設置方法の工夫で様々な場面で活用できる。 

・簡易な測定法を用いれば、例えば、家屋地盤の変形を家主自身でも容易に測定でき

る。 
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